
カワセミ（翡翠） 
ブッポウソウ目カワセミ科（学名：Alcedo atthis）

海岸や川、湖、池などの水辺に生息す
る小鳥で、青い宝石と呼ばれるほど
鮮やかなコバルトブルーの体と長
いくちばしが特徴。 胸・腹・眼の
前後は橙色。雄のくちばしは黒く、
雌は下のくちばしが赤いため雄雌
の区別がつきやすい。都市部でも見
られるが日本のカワセミ科の中では
最小種で体はスズメほどの大きさしか

ないため気づかれないでいることが多い。
（写真提供：菊田菊夫）
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インボイス制度についての一般的なご質問は・・・

チャットボットをご利用ください
「税務職員ふたば」がお答えします

軽減・インボイスコールセンターでは、一般的なご質問にお答えします
フリーダイヤル　0120-205-553（無料）

9:00～17:00（土日祝除く）

チャットは
こちらから　ご質問を入力いただくと、AIを活用して

24時間自動でお答えします。

　上記の「インボイス制度特設サイト」からも、
ご利用いただけます。

※　個別相談は、所轄の税務署への
　事前予約をお願いします。

＜塩釜税務署よりお知らせ＞

令和５年10月1日から
インボイス制度が始まります

●　インボイス制度が始まると、買手は、消費税の仕入税額控除のために、原則として
　売手が交付するインボイス（適格請求書）を保存する必要があります。
●　インボイスには、登録番号の記載が必要です。
●　税務署へ申請手続を行うことで、登録番号を取得することができます。
　　（インボイスを交付しようとする売手は、申請手続が必要です。）

　今後、申請手続が非常に混み合うことが予想されますので、登録を予定されている方
は早めのご準備をお勧めしております。

登録申請手続はお済みですか? 登録申請手続は、電子申請（e-Tax）でお早めに!

　例年、年末調整の時期に、源泉徴収義務者の皆様へ、「年末調整のしかた」、「源泉徴収税額表」
及び「給与所得の源泉徴収票等の法定調書の作成と提出の手引」を送付しておりましたが、今後
は、これらのパンフレットに代えて、改正事項（昨年からの変更点）や国税庁ホームページなど
を案内したリーフレットを送付いたします。
　皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

～年末調整等に関するパンフレットは国税庁ホームページをご覧ください～
　年末調整等に関するパンフレットは、9月下旬頃に、国税庁ホームページの「年末調整がよく
わかるページ」に掲載いたします。

年末調整等に関するパンフレットの送付に係る国税庁からのお知らせ



（3）令和4年7月15日 法　人　ニ　ュ　ー　ス （第345号）

　
六
月
八
日
午
後
四
時　
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
塩
釜
に
お
い

て
、
令
和
四
年
度
第
十
一
回
定
時
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
庄
子
総
務
委
員
長
が
司
会
進
行
を
務
め
、
議
長
選
出
後
に
定
足

数
の
報
告
、
議
事
録
署
名
人
が
選
任
さ
れ
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
理
事
会
承
認
事
項
で
あ
る
「
令
和
三
年
度
事
業
報
告

及
び
令
和
四
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
」
に
つ
い
て
報
告
が

行
わ
れ
、
そ
の
後
、
第
一
号
議
案
「
令
和
三
年
度
収
支
決
算
」
の

件
が
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
佐
藤
会
長
は
、「
コ
ロ
ナ
変
異
株
の
発
生
や
原
油
価
格
、
原
材

料
費
高
騰
な
ど
コ
ス
ト
上
昇
の
影
響
を
受
け
、
私
ど
も
を
取
り
巻

く
環
境
は
厳
し
い
現
状
で
す
が
、
引
き
続
き
公
益
法
人
と
し
て
地

域
企
業
の
繁
栄
と
社
会
貢
献
に

努
め
て
参
り
た
い
。
一
日
で
も

早
く
環
境
が
正
常
化
し
、
安
心

し
て
事
業
活
動
が
で
き
る
よ
う

願
っ
て
い
る
。」
と
挨
拶
さ
れ

ま
し
た
。

　
本
年
度
の
定
時
総
会
も
前
年

と
同
様
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た

め
会
員
の
健
康
と
安
全
面
に
配

慮
し
、
同
時
開
催
し
て
い
る
総

会
記
念
講
演
会
や
会
員
交
流
会

を
中
止
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、

総
会
で
承
認
又
は
報
告
さ
れ
た

内
容
に
つ
い
て
は
、
当
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
『
情
報
公
開
』
に
掲

載
し
て
お
り
ま
す
。

お世話になりました。よろしくお願いいたします。

【
転
入
者
】

●
署
　
　
長
　

　
　
佐
々
木
　
元
（
仙
台
北
　
副
署
長
）

●
総
務
課
長

　
　
佐
藤
　
栄
一
郎
（
一
関
　
総
務
課
長
）

●
個
人
課
税
第
一
部
門
　
統
括
国
税
調
査
官

　
　
伊
藤
　
輝
吉

　
　（
村
山
　
個
人
課
税
部
門
　
統
括
国
税
調
査
官
）

●
個
人
課
税
第
二
部
門
　
統
括
国
税
調
査
官

　
　
田
口
　
幸
弘

　
　（
米
沢
　
個
人
課
税
第
二
部
門
　
統
括
国
税
調
査
官
）

●
総
務
係
長

　
　
遠
田
　
美
咲

　
　（
局
　
調
査
査
察
部
　
調
査
管
理
課
　
国
税
調
査
官
）

【
転
出
者
】

●
局
　
課
税
第
二
部
　
消
費
税
課
長

　
　
高
橋
　
繁
弘
（
署 

長
）

●
い
わ
き
　
総
務
課
長

　
　
大
久
保
　
剛
（
総
務
課
長
）

●
局
　
総
務
部
　
厚
生
課
　
課
長
補
佐

　
　
吹
田
　
恵
実

　
　（
個
人
課
税
第
一
部
門
　
統
括
国
税
調
査
官
）

●
山
形
　
個
人
課
税
第
二
部
門
　
統
括
国
税
調
査
官

　
　
石
山
　
　
洋

　
　（
個
人
課
税
第
二
部
門
　
統
括
国
税
調
査
官
）

●
花
巻
　
管
理
運
営
部
門
　
国
税
徴
収
官

　
　
渡
邉
　
優
伽
（
総
務
係
長
）

　
仙
台
国
税
局
の
定
期
人
事
異
動
が
七
月
十
日

付
で
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

　
塩
釜
税
務
署
の
幹
部
の
異
動
は
次
の
と
お
り

で
す
。

塩釜税務署人事異動

一
般
社
団
法
人
宮
城
県
法
人
会
連
合
会
　
会
長
表
彰

職
　
員
　
赤
　
間
　
友
　
美

（
敬
称
略
）

　
永
年
に
わ
た
り
法
人
会
活
動
に
ご
尽
力
さ
れ

た
役
員
、
職
員
に
対
す
る
功
労
表
彰
の
伝
達
が

あ
り
、
次
の
五
名
が
全
法
連
会
長
並
び
に
宮
城

県
連
会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
心
か
ら

お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

公
益
財
団
法
人
全
国
法
人
会
総
連
合
　
会
長
表
彰

理
　
事
　
髙
　
田
　
徹
四
郎

委
　
員
　
遠
　
藤
　
勝
　
一

東
北
六
県
法
人
会
連
合
会
　
会
長
表
彰

理
　
事
　
髙
　
橋
　
利
　
德

監
　
事
　
鈴
　
木
　
朝
　
博

佐
藤
　
大 

部
会
長

佐
藤 

郁
子 

部
会
長

女
性
部
会
総
会

4
月
21
日
開
催

青
年
部
会
総
会

5
月
12
日
開
催

第
十
一
回
定
時
総
会
開
催

令
和
四
年
度

総　会 佐藤仁一郎　会長挨拶

受
賞
お
め
で
と
う

　
　  

ご
ざ
い
ま
す

ご
支
援
、
ご
協
力
を

　
　 

お
願
い
し
ま
す
!!
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私
た
ち
塩
釜
法
人
会
青
年
部
会
で

は
、
平
成
20
年
か
ら
地
域
の
子
供
た

ち
に
税
金
の
必
要
性
と
大
切
さ
を
伝

え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
小
学
6

年
生
を
対
象
に
租
税
教
室
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
あ
り

が
た
い
こ
と
に
、
塩
竈
市
立
第
三
小

学
校
、
月
見
ヶ
丘
小
学
校
、
多
賀
城

市
立
城
南
小
学
校
、
松
島
町
立
第
一

小
学
校
、
利
府
町
立
青
山
小
学
校
の

５
校
か
ら
ご
依
頼
を
い
た
だ
き
、
４

月
か
ら
７
月
に
か
け
て
各
校
で
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
租
税
教
室
の
内
容
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
税
金
は
身
近
な
と
こ
ろ
で
使

わ
れ
て
い
て
、
安
全
・
安
心
・
快
適

な
く
ら
し
を
守
る
た
め
に
み
ん
な
が

出
し
合
う
社
会
の
会
費
だ
と
説
明
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
税
金
が
な
い
世

界
を
描
い
た
ア
ニ
メ
「
マ
リ
ン
と
ヤ

マ
ト
不
思
議
な
日
曜
日
」
を
見
て
、

ゴ
ミ
が
街
中
に
溢
れ
、
壊
れ
た
道
路

や
橋
も
修
理
さ
れ
ず
、
交
番
を
利
用

す
る
に
も
救
急
車
を
呼
ぶ
に
も
す
べ

て
お
金
が
か
か
り
、
不
安
・
危
険
・

汚
く
変
わ
っ
た
街
の
様
子
を
見
て
も

ら
い
ま
す
。
そ
し
て
、
少
子
高
齢
化

に
伴
い
消
費
税
が
増
税
さ
れ
て
い
る

話
や
、
東
日
本
大
震
災
や
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
災
害
・
感
染
症

へ
の
税
金
の
使
わ
れ
方
に
つ
い
て
も

勉
強
し
ま
す
。
ま
た
、
学
校
で
使
わ

れ
て
い
る
教
科
書
や
机
や
椅
子
に
も

税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
伝
え

ま
す
。
最
後
に
、
学
校
の
25
ｍ
プ
ー

ル
を
建
設
す
る
費
用
に
相
当
す
る
１

億
円
の
レ
プ
リ
カ
に
触
れ
る
体
験
を

し
、
楽
し
い
雰
囲
気
の
中
で
授
業
を

終
了
し
ま
す
。

　
質
疑
応
答
の
時
間
で
は
、
子
供
た

ち
の
活
発
な
質
問
が
飛
び
交
い
ま
す
。

参
加
し
た
子
供
た
ち
か
ら
は
、
税
金

の
必
要
性
や
大
切
さ
が
理
解
で
き
た
、

学
ん
だ
こ
と
を
兄
弟
に
も
教
え
て
あ

げ
た
い
な
ど
と
い
っ
た
感
想
を
た
く

さ
ん
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
我
々
講

師
も
勉
強
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い

で
す
。
昨
年
、
設
立
30
周
年
を
迎
え

た
我
々
塩
釜
法
人
会
青
年
部
会
。
今

後
も
様
々
な
勉
強
を
重
ね
、
質
の
向

上
を
図
り
な
が
ら
租
税
教
室
を
実
施

し
、
児
童
に
対
し
て
分
か
り
や
す
く

楽
し
い
授
業
が
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

青
年
部
会
　
租
税
教
育
委
員
会
　
　
　
　

委
員
長　

柴
　
原
　
　
大

租
税
教
室
特
集
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 「
特
別
史
跡
」の
意
味
と
は

 　
多
賀
城
跡
は
、
大
正
11
年
（
１
９

２
２
）
に
「
多
賀
城
跡
附
寺
跡
」
の
名

称
で
国
の
史
蹟
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
史
蹟
名
称
は
、
多
賀
城
跡
に
付
属

寺
院
で
あ
る
多
賀
城
廃
寺
跡
も
含
め
て

附
（
つ
け
た
り
）
指
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
35
年
（
1
9
6
0
）
に
始
ま
っ

た
多
賀
城
跡
の
発
掘
調
査
成
果
に
よ
っ

て
、
学
術
的
に
重
要
な
遺
跡
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
昭

和
41
年（
1
9
6
6
）4
月
11
日
に「
特

別
史
跡
」
に
昇
格
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
国
に
確
認
さ
れ
て
い
る
遺
跡
は
、

約
47
万
ヵ
所
を
数
え
て
い
ま
す
が
、
そ

の
中
で
歴
史
的
に
重
要
な
も
の
は
「
史

跡
」
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
（
指
定
件

数
：
1
，8
7
2
件
）。
さ
ら
に
、
史
跡

の
中
で
も
学
術
的
価
値
が
特
に
高
く
、

我
が
国
文
化
の
象
徴
た
る
も
の
と
評
価

さ
れ
る
も
の
が
特
別
史
跡
に
指
定
さ
れ
、

そ
の
数
は
、
僅
か
に
63
件
を
数
え
る
だ

け
で
す
。
こ
の
よ
う
な
数
字
の
対
比
か

ら
だ
け
で
も
、
多
賀
城
跡
附
寺
跡
は
、

ど
れ
だ
け
重
要
な
遺
跡
で
あ
る
か
が
解

っ
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
特
別
史
跡
は
、 „
国
宝“
と
同

格
と
言
わ
れ
る
所
以
で
す
。

 「
特
別
史
跡
　
多
賀
城
跡
附
寺
跡
」

 

の
中
身
を
見
る

　
昭
和
41
年
に
特
別
史
跡
に
指
定
さ
れ

て
か
ら
、
何
度
か
の
追
加
指
定
を
受
け

て
い
ま
す
。
そ
の
原
因
は
、
宅
地
造
成

等
の
土
地
開
発
事
業
に
伴
う
も
の
で
、

発
掘
調
査
に
よ
っ
て
重
要
な
遺
構
（
建

物
跡
や
住
居
跡
、
道
路
跡
な
ど
過
去
の

生
活
の
痕
跡
）
や
出
土
遺
物
（
土
器
、

瓦
、
刀
な
ど
過
去
の
人
々
が
残
し
た
も

の
）
な
ど
が
発
見
さ
れ
、
そ
れ
が
特
別

史
跡
多
賀
城
跡
の
歴
史
に
密
接
に
関
連

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
追
加
指
定

さ
れ
た
も
の
で
す
。

【
特
別
史
跡
指
定
】

＊
多
賀
城
跡
：
昭
和
41
年
4
月
、
奈
良

　
時
代
〜
平
安
時
代
に
わ
た
る
陸
奥
国

　
府
、
鎮
守
府
（
奈
良
時
代
）。

＊
多
賀
城
廃
寺
跡
：
多
賀
城
の
付
属
寺

　
院
跡
。

【
追
加
指
定
さ
れ
た
遺
跡
】

＊
館
前
遺
跡
：
昭
和
55
年
3
月
、
9
世

　
紀
前
半
の
国
司
館
跡
（
朝
廷
か
ら
諸

　
国
に
赴
任
さ
れ
た
地
方
官
の
邸
宅
跡
）

＊
市
川
橋
遺
跡
の
一
部
：
昭
和
59
年
3

　
月
、
多
賀
城
跡
の
南
面
地
域
。

＊
柏
木
遺
跡
：
平
成
2
年
6
月
、
多
賀

　
城
創
建
頃
の
製
鉄
所
跡
。

＊
山
王
遺
跡
千
刈
田
地
区
：
平
成
5
年

　
9
月
、
10
世
紀
前
半
頃
の
国
守
館
跡

　
（
陸
奥
守
の
邸
宅
跡
）、
全
国
で
初
め

　
て
の
発
見
。

以
上
の
よ
う
に
、
特
別
史
跡
多
賀
城
跡

附
寺
跡
の
中
に
は
、
上
記
の
6
遺
跡
が

内
包
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
全
国
的
に
も
例
が
な
い
こ
と

で
す
。

 

日
本
三
大
史
跡
と
は（
古
代
遺
跡
の

 

三
蜜
？
）

　
古
代
の
史
跡
の
中
か
ら
奈
良
の
平
城

宮
跡
、
九
州
の
大
宰
府
跡
、
東
北
の
多

賀
城
跡
が
日
本
三
大
史
跡
と
称
さ
れ
て

い
ま
す
。
共
通
点
は
、
い
ず
れ
も
大
正

時
代
に
史
跡
指
定
さ
れ
て
現
在
は
特
別

史
跡
で
あ
る
こ
と
、
古
代
の
遺
跡
の
中

で
も
保
存
が
良
く
発
掘
調
査
が
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、

平
城
宮
は
、
唐
の
長
安
を
真
似
た
本
格

的
な
都
城
を
建
設
し
た
奈
良
時
代
の
都

で
あ
り
、
大
宰
府
は
、
外
交
と
防
衛
を

中
心
に
九
州
一
円
を
支
配
す
る
役
割
を

も
ち
、
多
賀
城
は
、
東
北
の
政
治
・
軍

事
・
文
化
の
中
心
的
な
存
在
と
し
て
、

蝦
夷
征
討
政
策
の
役
割
を
持
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
三
者
は
古
代
日

本
を
治
め
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
た
も
の
と
言
え
ま
す
。
こ
の
三
大
史

跡
は
、
歴
史
的
関
係
が
強
く
、
密
な
関

係
性
を
有
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
ま
さ

に
三
蜜
の
関
係
に
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

Relay Talk
vol.43

明
日
へ

明
日
へ

リ
レ
ー
ト
ー
ク

た
が
じ
ょ
う
あ
と
つ
け
た
り
て
ら
あ
と

く
に
の
か
み
の
た
ち
あ
と

こ
く
し
の
た
ち
あ
と

館前遺跡の様子（建物復元模型）8世紀の東アジアの様子

「
今
昔
を
通
し
た
多
賀
城
の
紹
介
」

（
6
回
シ
リ
ー
ズ
）

七
ヶ
浜
町  
高
倉 

敏
明

　
間
も
な
く
多
賀
城
創
建
１
３
０
０
年

を
迎
え
る „
多
賀
城
“の
歴
史
的
な
価

値
と
重
要
性
を
知
っ
て
頂
く
た
め
、6

回
シ
リ
ー
ズ
で
多
賀
城
を
紹
介
し
ま
す
。

第
2
回
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あ
と
が
き

　
今
年
度
か
ら
広
報
委
員
会
に
所
属
し

ま
す
柴
原
と
申
し
ま
す
。
青
年
部
会
で

は
租
税
教
室
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
本

号
で
は
青
年
部
で
取
り
組
ん
で
い
る
租

税
教
室
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
昨
年

度
、
二
市
三
町
の
首
長
訪
問
の
際
に

我
々
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
た
と
こ

ろ
早
速
ご
依
頼
が
増
え
、
今
年
度
は
５

校
で
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
早
く
委
員

会
に
慣
れ
、
読
み
応
え
の
あ
る
広
報
誌

を
製
作
し
て
い
き
た
い
で
す
。

青
年
部
会　
租
税
教
育
委
員
会　
　

委
員
長　
柴 

原　
　

 

大

　参加申込は、広報誌7月号同封のチラシ又は
ホームページ掲載のチラシよりお申し込み願います。
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点
から、状況によりリモートでの開催となる場合がござ
います。詳しくは当会ホームページでご確認ください。

参加者募集 塩釜
商工会議所
共催

日　時：令和4年8月10日（水） 
　　　   14：00～15：30
場　所：塩釡商工会議所  第1会議室
定　員：30名　受講料：無料

福永　雅文 氏

講師：
■戦国マーケティング株式会社
　代表取締役／コンサルタント
■NPO ランチェスター協会
　常務理事・研修部長

管理者等
キャリアアップセミナー
経営者の右腕
ナンバー2のつくり方となり方

※
表
紙
写
真
提
供
／
一
般
社
団
法
人 

七
ヶ
浜
町
観
光
協
会

塩
釜
法
人
会

会
員
募
集
中

税
を
味
方
に
、

　
強
い
経
営
を
。

税
を
味
方
に
、

　
強
い
経
営
を
。

日　　　時 名　　　称 会　　場
令
和
４
年

7月20日㈬
7月26日㈫
7月29日㈮
8月10日㈬
8月22日㈪
 8月23日㈫
8月25日㈭
8月30日㈫
9月13日㈫
9月15日㈭
9月21日㈬
9月28日㈬

県連第1回厚生委員会
県連第1回広報委員会
県青連第2回事業活動推進委員会
管理職キャリアアップセミナー
県連組織・厚生合同会議
県女連第2回部会長会議
県連第1回組織委員会
県連正副会長会議
県連第2回総務委員会
県連第2回広報委員会
県連第2回税制委員会
県連第2回理事会

15：00

15：00

18：30

14：00

15：00

12：00

15：00

12：00

15：00

15：00

15：00

16：00

ホテルモントレ仙台
仙台ビルデイング
仙台ビルデイング
塩釜商工会議所
仙台ガーデンパレス

仙台ビルデイング

仙台ビルディング
仙台ビルディング

これからのスケジュールこれからのスケジュール

　会費は、ご指定の銀行口座からの振替（6月7日又は
15日）及び6月30日期限の「払込取扱票」による振込
を確認いたしました。ご協力に感謝申し上げます。
　なお、指定日に口座振替できなかった会員には、「払
込取扱票」を送付しております。また「払込取扱票」が
お手元にある会員は、会費の納入期限が過ぎております。
　もう一度ご確認の上、お手数をお掛けいたしますが
お早目に納入いただきますようお願い申し上げます。

◆◆◆◆◆◆会費納入のお願い◆◆◆◆◆◆

活
動
フ
ォ
ト

レ
ポ
ー
ト

6
月
15
日

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
と

電
子
帳
簿
保
存
方
法
の

留
意
点
説
明
会

5
月
11
日

新
設
法
人
説
明
会


